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 令和 5（2023）年 6 月定例会 有近眞知子 一般質問（6 月 29 日） 
 

  
自由民主党会派の有近眞知子です。おかげさまで、山口県議会議員として二期目の当選

を果たすことができました。これからも地域のため、山口県のため、常に大きい視点と県
民の皆様に寄り添う姿勢で、県議としての仕事に邁進していく覚悟です。 
 それでは、通告に従い質問させていただきます。 
 

 
１．水道事業の基盤強化について                         

 
 まず、水道事業の基盤強化についてお尋ねします。 
 日本では、ペットボトルの水よりも厳しい基準をクリアした水道水を、全国どこでも飲
むことができ、その普及率や水質の良さに加え、漏水率の低さなどから、日本の水道事業
は世界的に完成度の高いシステムとして評価されています。 
 一方で、高度成長期に整備した水道施設が更新の時期を迎えており、その老朽化対策に
加え、地震等の災害への対策や、不足する専門人材の確保など、大変困難な課題を多く抱
えています。 
 加えて、水道事業は、主に市町が経営しているため、小規模で経営基盤が脆弱な事業が
多く、人口減少や節水等により水道水の使用量は減少傾向にあるなど、水道事業の経営状
況はますます厳しくなっています。 
 特に、私の地元、柳井地域は、安定的な水源の確保に苦労した経緯もあり、水道料金が
県内他地域に比べて高水準で推移する中、柳井市では今年十二月検針分から料金引上げも
予定されています。 
 県におかれましては、こうした柳井地域の実情も踏まえ、本年度も水道料金安定化対策
事業を継続し、関係市町に対し御支援を頂いているところに感謝申し上げます。 
 もちろん、柳井地域の各水道事業者も経営改善に向けて努力しており、平成二十九年に
柳井地域水道事業広域化検討委員会を設置し、将来的な事業統合を目指した検討を行うと
ともに、機器の共同購入や委託業務の共同発注などの経営の効率化にも取り組んでいま
す。 
 こうした状況を踏まえ、私は、これまでに二度、県議会の一般質問において、水道事業
の広域化も含めた基盤強化の必要性について質問し、県の積極的な取組をお願いしまし
た。 
 この間、県では、持続可能な水道事業の確立を目指して、令和二年に山口県水道ビジョ
ンを策定されるとともに、各水道事業者の広域連携に向けて、広域連携シミュレーション
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を実施し、その結果を、将来にわたり持続可能な水道事業を確保するための選択肢の一つ
として、今年三月に公表されました。 
 このシミュレーションでは、令和四年度からの四十年間における費用削減の効果額が試
算されており、具体的には、物資購入や業務委託、会計処理システムの共同化などによる
事務の広域的処理を行うと、全県で二十六億九千万円、事務の広域的な処理や職員の効率
的な配置等を行う経営の一体化を行うと、全県で七十四億七千万円の費用削減が想定さ
れ、加えて、浄水場などの施設の共同設置や共同利用が進めば、さらなる費用削減が見込
まれるとされています。 
 水道は暮らしに必要不可欠なものであり、安心で安全な水を合理的な料金で今後も県民
が利用できるよう、水道事業を運営していく必要があります。 
 今回の広域連携シミュレーションを契機に、県には、広域連携の推進に向け、各水道事
業者間の議論を加速化させるとともに、比較的取り組みやすい事務の広域的処理を進める
など、具体的な成果につなげていただきたいと考えています。 
 そこでお尋ねします。県内水道事業の基盤強化に向け、県は、今後、どのように取り組
まれるのか、御所見をお伺いします。 
 

 
２．子育て支援の強化について                         

 
 次に、子育て支援の強化についてお尋ねします。 
 六月に厚生労働省が発表した人口動態統計によると、昨年の出生数は、一八九九年の統
計開始以来、初めて八十万人を割り込み、過去最少を更新しました。 
 また、合計特殊出生率も一・二六で過去最低となっており、我が国の少子化対策は待っ
たなしの瀬戸際にあります。 
 先日、政府が発表したこども未来戦略方針では、二〇三〇年が少子化対策の分水嶺であ
るとして、これからの六、七年で少子化傾向を反転させるよう、不退転の決意で取り組む
政府の姿勢が表明されています。 
 私は、中でも保育士等の配置基準の改善が打ち出されたことは、非常に大きいと評価し
ています。 
 特に、四・五歳児の職員配置基準の改善は、これまで七十五年間、手をつけられたこと
がなく、まさに歴史的な前進です。 
 そこで提案ですが、今回の国の対策をさらに加速化させる観点から、国の配置基準を上
回る職員配置を推進する市町に対し、本県独自の支援を上乗せすることはできないでしょ
うか。 
 他県においては、既に国よりも厳しい基準を設定し、高いレベルの保育を給付している
自治体もあります。 
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 そして同時に、今後は、保育士のさらなる確保も重要であり、市町の保育体制に格差が
生じることがないよう、県が広域自治体の立場からリーダーシップを取り、保育士の労働
環境や処遇のさらなる改善を促していく必要があります。 
 県では、これまでも、多様性に配慮した遊具の導入支援なども含めた、幼児教育・保育
への支援に取り組んでこられました。 
 県議会においても、少子化対策に関連する新たな特別委員会の立ち上げに向けて調整が
進められており、また、我が自民党会派では、地域と保育を考える議員連盟の活動を再始
動させることとしたところです。 
 少子化傾向を反転させることができるかどうか、今がまさにラストチャンスです。 
 未来に生きる子供たちに、このすばらしい山口県を引き継ぐため、我々、今を生きる世
代の責任で、今こそ子育て支援の抜本的な強化に取り組むときと考えますが、御所見をお
伺いします。 
 

 
３．歴史的建造物の有効活用について                      

 
 次に、歴史的建造物の有効活用についてお尋ねします。 
 日本には、その地域の生活や文化を今に伝え、歴史的価値のある古民家や商家などの歴
史的建造物が数多く存在し、国宝、重要文化財、登録文化財だけでも全国に一万六千件以
上あります。 
 これらの歴史的建造物を保存し、後世に継承していくには、継続的な修理や維持管理に
多額の費用が必要ですが、過疎化や少子高齢化等が進む中、保存に必要な費用を、寄附金
や入館料などで賄うには限界があるのが実情で、地域に息づく建造物を、自治体や個人任
せでなく、社会全体でいかに維持していくかが課題となっています。 
 こうした中、近年、旅館業法や建築基準法、文化財保護法の改正などが行われ、住居で
あった古民家を宿泊施設や飲食施設に活用することが容易になるとともに、地域に点在す
る空き家などを客室として改修し、地域の商店なども含めて、エリア一帯で宿泊施設に見
立てる、いわゆる分散型ホテルも実施できるようになりました。 
 そのため、企業や地域の方々と地元の自治体が協力しながら、歴史的建造物を宿泊施設
や飲食店として利用し、維持管理費を捻出するとともに、まちづくりにつなげていく動き
が全国で広がっています。 
 観光庁の調査では、古民家等の歴史的資源を活用した観光まちづくりとして、全国二百
を超える地域で取組が展開されているところです。 
 実際、歴史的建造物の価値を伝えるには、当時と同じ空間で寝泊まりし、食事をして当
時の暮らしに思いをはせてもらうことが一番ですし、古い趣のある建物や町並みを活用し
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て、歴史や文化を伝えながら、地域に人を呼び込めるまちづくりができれば面白いと思い
ます。 
 私の地元柳井市でも、古市金屋地区、いわゆる白壁の町並みが重要伝統的建造物群保存
地区となっていますが、正式な指定や登録を受けていないものも含め、県内には、古民家
や商家などの歴史的建造物が多く存在します。 
 こうした歴史的資源を生かし、単なる観光客だけでなく、地域のファンを生み出す。そ
して、観光消費による経済効果に加え、長期滞在や定住につなげていく。そのポテンシャ
ルが山口県にはありますので、文化財の保存と地域活性化に寄与する、歴史的建造物を活
用したまちづくりを、県でも積極的に支援していくべきと考えます。 
 そこでお尋ねします。文化財の保存に加え、地域のにぎわい創出や経済効果も期待され
る、歴史的建造物の有効活用に、今後どのように取り組まれるのか、御所見をお伺いしま
す。 
 

 
４．持続可能な本県農業の実現について                       

 
 次に、持続可能な本県農業の実現についてお尋ねします。 
 八月二十二日、柳井市において、株式会社トクヤマの子会社である農業法人トクヤマゆ
うゆうファームが運営する大規模園芸施設の竣工式が行われます。 
 この事例は、本県を代表するコンビナート企業による農業分野への進出であることに加
え、全国でも僅かしか導入事例がない、最新鋭設備によるリーフレタスの栽培や、ＪＡに
よる企業へのリース形態の導入、さらには、障害のある方々の雇用など、これからの農業
の新たなモデルの一つにもなるものであると考えており、園芸品目分野での、全国にとど
ろく事例として成功されることを心から期待しています。 
 また、この取組には、もう一つ大きな特徴があります。それは、バラ栽培が行われてい
た温室や関連施設を再活用していることです。 
 限りある資源を有効に活用するという点はもちろんのこと、ロシアによるウクライナ侵
略の影響で様々な資材の価格が高騰している中、低コストで農業経営に不可欠な施設や資
機材等を確保できれば、経営面で大きなメリットがあります。 
 一方で、再活用に当たっては、農地や倉庫のように移動が困難で、その場所で再活用せ
ざるを得ないものや、トラクターや草刈り機などのように簡単に移動できるもの、パイプ
ハウスのように移動が可能であるものの、ある程度の労力やコストを要するものなど様々
なケースがあり、実現には多くのハードルも存在します。 
 こうした中、先日、規模拡大を志向する若手の農業者の方から、施設・資機材等の再活
用の実情を具体的にお聞きする機会がありました。 
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 まず、パイプハウスについては、撤去、移動、再設置に労力や運送コストがかかるた
め、国や県事業を活用して新品を購入・設置するのと導入コストが変わらず、再活用が進
んでいない状況にあるようです。 
 また、トラクターなどの中古農機具についても、再活用するための国の事業等は整備さ
れているものの、そのための計画作成から申請、決定までにかなりの時間を要するため、
必要なときに入手できず、新品を購入せざるを得ないというジレンマを抱えておられまし
た。 
 こうしたお話を聞くたびに、また、まだ使えそうなパイプハウスが放置されているのを
目にするたびに、二〇〇四年に環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したケニア人女性、
ワンガリ・マータイさんによって世界に広まった日本語「もったいない」を思い起こすと
ともに、資源を有効に再活用する仕組みや制度がまだまだ十分ではないと、改めて感じた
ところです。 
 私は、世界情勢が不安定で、物価の高騰が続くこの時代だからこそ、農業分野において
も、施設や資機材等を、できるだけ敷地内で、就農や規模拡大のタイミングに合わせて無
駄なく再活用してもらい、低コストで安定的に収益が確保できる経営を実現していく、そ
ういった環境面でも経営面でも持続可能な仕組みを構築していくことが大切だと考えてい
ます。 
 そこでお尋ねします。持続可能な本県農業の実現に向け、県では、農業施設や農機具等
の有効活用や継承に、今後どのように取り組まれるのか、御所見をお伺いします。 
 

 
５．県立高校の再編整備について                          

 
 次に、県立高校の再編整備についてお尋ねします。 
 県教育委員会では、中学校卒業見込み者数の継続的な減少や教育を取り巻く環境の変化
に対応し、中長期的な視点から山口県の高校教育の質の確保・向上を図るため、特色ある
学校づくりと学校・学科の再編整備を主な内容とする第三期県立高校将来構想を、昨年三
月に策定されました。 
 また、学校・学科の再編整備については、本構想に基づき、年次的・計画的に進めるた
め、五年間単位の実施計画を策定することとされ、昨年十二月には、令和四年度から八年
度までを計画期間とする前期実施計画が取りまとめられたところです。 
 この実施計画では、望ましい学校規模の確保を目指した再編統合による新高校の設置や
募集停止が示され、対象校の地域からは、様々な意見が県教育委員会に寄せられたものと
承知しています。 
 私としては、将来を担う子供たちのための特色・魅力ある学校づくりは、何よりも重要
であると考えており、そのために必要な再編整備については、理解をしているところであ
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り、繁吉教育長をはじめ、県教委の皆さんが、不退転の覚悟を持って取組を進められてい
ることに敬意を表します。 
 その上で、それぞれの学校がこれまで築き上げてきた伝統や魅力、また、学科、地域の
特性を生かした教育活動や、全国レベルの部活動などの特色を、再編統合や募集停止によ
る学校の廃止により、消滅させてしまうことのないよう、将来へと確実に継承されるとと
もに、それをさらに進化・発展させていくことが、学校の再編整備の本質であると考えて
います。 
 そのためには、実施計画に示された対象校において、その特色の継承を含め、再編整備
によってどのような特色ある学校づくりが進められていくのか、具体的なビジョンや教育
活動内容、それに向けたロードマップ等について、早期に、子供たちや地域に示し、理解
を得ながら丁寧に進めていく必要があると考えています。 
 一方で、再編整備を進める中で懸念されるのが、募集停止となる学校の在校生に対する
教育の質や活力の維持・確保についてです。 
 募集停止となった学校では、言うまでもなく、新入生の入学がなくなり、閉校前の最終
年度には、在校生は三年生の一学年のみとなり、卒業までの間、少人数での学習活動、学
校生活となってしまいます。 
 こうした再編整備の対象校においても、質の高い活力ある教育活動により、貴重な高校
生活が充実したものとなるよう、例えば、再編統合の場合、在校生が新高校となる校地に
移動し、合同で学習や部活動を行えるようにするなど、在校生への教育活動に十分配慮し
ながら、再編整備に取り組んでいく必要があると考えます。 
 そこでお尋ねします。県教育委員会において、現在、再編整備の前期実施計画の実施に
向けて、対象校の追加等の検討を含め、新しい学校づくりの具体化に取り組まれていると
ころですが、対象校の特色ある教育活動の維持・継承等の観点も踏まえ、今後どのように
県立高校の再編整備を進めていかれるのか、御所見をお伺いします。 
 

 
６．柳井地域の道路整備の推進について                         

 
 次に、柳井地域の道路整備の推進についてお尋ねします。 
 よく整備された道路は、地域経済や住民生活に大きな効果をもたらします。 
 しかし、柳井地域は、山陽道等の高速交通拠点から大きく離れており、また、半島地域
特有の厳しい地形から、道路整備により多くの時間と費用を要するため、依然として、整
備が必要な箇所が多く残っており、道路整備の恩恵を十分に享受できていない状況です。 
 このため、これまでも、地元市町や経済団体、議会等で組織する東部高速交通体系整備
促進協議会において、地域の課題や、その解決策について、しっかりと議論を重ねた上
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で、全会員が思いを一つにして、国や県に対し、整備の必要性や早期実現を粘り強く訴
え、事業着手につなげてきたところです。 
 こうした経緯を経て、現在、柳井地域では、三つの道路事業が進められています。 
 一つ目は、柳井─玖珂間の高規格道路です。 
 この道路は、山陽道玖珂インターチェンジ等へのアクセス強化の観点から、実現に向け
て粘り強く要望してきた結果、県の御尽力により、一昨年から、柳井市古開作から中馬皿
間において、渋滞の緩和、交通安全の確保等を目的に検討が進められています。 
 このうち、柳井中学入口交差点付近においては、これまでに地元への説明会が開催さ
れ、現在、調査や設計等が進められていますが、引き続き、早期整備に向け、計画的に進
めていく必要があります。 
 二つ目は、県道柳井上関線伊保庄バイパスです。 
 室津半島地域との連携強化などのため、県によってバイパス整備が進められ、全体計画
約四・五キロメートルのうち、これまでに約三・三キロメートルが開通し、現在は、残る
区間の用地取得や工事等が進められており、引き続き、全線の早期完成に向け、さらに整
備を加速していく必要があります。 
 三つ目は、国道百八十八号柳井・平生バイパスです。 
 救急医療機関へのアクセス性の向上や渋滞の緩和などを図るため、現在、国による用地
調査など、事業が鋭意進められており、引き続き、全線の早期完成を目指し、国や県、地
元が連携して取り組んでいく必要があります。 
 そこでお尋ねします。地元の皆様が道路整備に対する熱い思いを一つにし、これまで協
調して進めてこられた、これらの道路の整備について、今後どのように取り組まれるの
か、御所見をお伺いします。 
 本年一月、柳井市伊陸地区において開催された、県道光日積線の松山から藤ノ木間の改
良工事の説明会に、私も出席させていただきました。 
 この区間の県道は、道幅が狭く、見通しも悪いため、住民の皆様は、通勤や通院、日々
の買物等に大変な不自由な思いをされています。 
 説明会では、柳井土木建築事務所の担当者の皆さんが、こうした実情や課題をしっかり
と把握され、その解決に向けた具体的な方向性を示しながら、丁寧に説明してくださった
ことで、地元の皆さんは大変喜ばれていました。 
 私は、地域の皆様の心に寄り添い、相手の立場に立って、正面から向き合う職員の皆様
の真摯な姿勢に、とても感動しました。 
 県におかれましては、今後とも、地域が抱える様々な課題や、県民一人一人の切実な思
いをしっかりと聞き、県政に反映していただきますよう要望しておきます。  
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７．その他                         

 

 

最後に、一言申し上げます。 
 柳井市で量産化の準備が進められている、株式会社トクヤマのアルカリ水電解装置が、
今月六日の夕方の全国ニュースで大きく取り上げられ、翌日、同社の株価が高騰しまし
た。 
 この日、政府が六年ぶりに改定した水素基本戦略の中で、再生可能エネルギーから水素
製造が可能な水電解装置の需要が大きく高まるとの見通しが示されると同時に、我が国と
しての導入目標が新たに示されたことを受けたものです。 
 将来の脱炭素社会を見据えた同社のこれまでの取組に、改めて敬意を表するとともに、
今後もしっかり応援していかなければならないと痛感いたしました。 
 一方で、昨年の本会議において、県が、県内企業が開発した再生可能エネルギー由来の
水素ステーションを県が率先して活用すると答弁されたことについては、現時点では実現
に至っていませんが、県民や企業の皆様からは、評価と期待の声もお聞きしていますの
で、今後、県が率先した取組を推し進められることを期待しています。 
 カーボンニュートラルという世界的な潮流を前に、これまで安価であった化石燃料が高
騰し、石炭火力による自家発電が本県産業の競争力の源泉という、数年前までの常識が揺
らぎつつあるとの声もお聞きしています。 
 競争力を支える前提条件がひっくり返るようなことがあれば、これまでのビジネスモデ
ルや戦略を根本的に変えていかざるを得ない企業も出てくるかもしれません。 
 また、先ほどの水電解装置の例のように、新しい時代をリードしていくチャンスに果敢
に挑み、大胆な投資に踏み切る企業も見受けられます。 
 現状維持は後退の始まりという、先人たちの名言がありますが、企業は生き残りのた
め、コストを念頭に置きつつ、常に高付加価値な事業へのシフトを模索し続けておられま
す。 
 計画の策定は後回しにしてでも、まずは率先して現場に足を運び、現場の生の声に耳を
澄ませ、現場が必要とする支援を速やかに実行していくことが、本県産業の再生・強化に
つながる道だと確信しています。 
 四年前、初めて登壇した際に申し上げた、強い産業力なくして明日の地域の活力は生ま
れないとの思いを改めて心に刻み、これからも山口県の産業力の再生・強化に向けた活動
に、全力で取り組んでいく覚悟であることを申し上げまして、私の一般質問を終わらせて
いただきます。 
 御清聴、ありがとうございました。 
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